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運用報告書（全体版） 

日本株プライムニュートラル・
ファンド（ラップ向け） 

 

 
 

第33期（決算日：2022年８月24日） 
 

 

 

受益者のみなさまへ 
 

平素は格別のご愛顧を賜り厚く御礼申し上げます。 

さて、お手持ちの「日本株プライムニュートラル・

ファンド（ラップ向け）」は、去る８月24日に第33期

の決算を行いました。ここに謹んで運用状況をご報

告申し上げます。 

今後とも引き続きお引き立て賜りますようお願い

申し上げます。 

 

当ファンドの仕組みは次の通りです。 

商品分類 
追加型投信／国内／株式／特殊型（絶対収益
追求型） 

信託期間 無期限（2005年12月16日設定） 

運用方針 

主としてマザーファンドを通じて、無担保
コール翌日物レート（指数化）をベンチマー
クとし、中長期的に同指数を上回る投資成果
をめざして運用を行います。 
割安度、成長性といった投資尺度の中から、
計量モデルを用いて決定された最適と推測さ
れる投資尺度により株式への投資を行いま
す。同時に株式の信用取引等を活用すること
により株式市場の価格変動リスクの低減を図
りつつ、安定した収益の確保をめざして運用
を行います。 
マザーファンド受益証券の組入比率は、高位
を維持することを基本とします。 

主要運用対象 

ベ ビ ー 
ファンド 

日本株マーケットニュートラル・
マザーファンド受益証券を主要
投資対象とします。このほか、当
ファンドで直接投資することが
あります。 

マ ザ ー 
ファンド 

わが国の株式を主要投資対象と
します。 

主な組入制限 

ベ ビ ー 
ファンド 

株式への実質投資割合に制限を
設けません。 
外貨建資産への投資は行いません。 

マ ザ ー 
ファンド 

株式への投資割合に制限を設け
ません。 
外貨建資産への投資は行いません。 

分配方針 

経費等控除後の配当等収益および売買益（評
価益を含みます。）等の全額を分配対象額と
し、分配金額は、基準価額水準、市況動向等を
勘案して、委託会社が決定します。ただし、分
配対象収益が少額の場合には分配を行わない
ことがあります。 
 

  
※ 当ファンドは、課税上、株式投資信託として取り扱われます。 
 
 

 分配金額の決定にあたっては、信託財産の
成長を優先し、原則として分配を抑制する
方針とします。（基準価額水準や市況動向等
により変更する場合があります。） 

◇MUZ-250499-0000-20220824◇ 
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日本株プライムニュートラル・ファンド（ラップ向け）

本資料 の表記にあたって  

・原則として、各表の数量、金額の単位未満は切捨て、比率は四捨五入で表記しておりますので、表中の個々の数字の合
計が合計欄の値とは一致しないことがあります。ただし、単位未満の数値については小数を表記する場合があります。 

・－印は組入れまたは売買がないことを示しています。 

 

○最近５期の運用実績 
 

決 算 期 
基 準 価 額 

無 担 保 コ ー ル 
翌日物レート(指数化) 株   式 

組入比率 
信用取引 
比   率 

株   式 
先物比率 

純 資 産 
総 額 

(分配落) 
税 込 み 
分 配 金 

期 中 
騰 落 率 

 
期 中 
騰 落 率 

 円 円 ％  ％ ％ ％ ％ 百万円 

29期(2020年８月24日) 12,456 0 4.3 101.69 △0.0 83.4 △81.9 － 746 

30期(2021年２月24日) 11,834 0 △5.0 101.68 △0.0 80.0 △80.0 － 419 

31期(2021年８月24日) 11,643 0 △1.6 101.67 △0.0 78.7 △78.9 － 32 

32期(2022年２月24日) 11,663 0 0.2 101.65 △0.0 77.3 △77.4 － 32 

33期(2022年８月24日) 11,634 0 △0.2 101.64 △0.0 82.3 △82.3 － 18 
 

（注） 無担保コール翌日物レートとは、金融機関同士が短期資金の貸借を行うコール市場において、翌日返済とした無担保取引の際の金利を

いいます。無担保コール翌日物レート（指数化）は無担保コール翌日物レートをもとに委託会社が計算したものです。 

（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「株式組入比率」、「信用取引比率」、「株式先物比率」は実質比率を記載しております。 

（注） 「株式先物比率」は買建比率－売建比率。 
        

 

○当期中の基準価額と市況等の推移 

年 月 日 
基 準 価 額 

無 担 保 コ ー ル 
翌日物レート(指数化) 株   式 

組 入 比 率 
信 用 取 引 
比   率 

株   式 
先 物 比 率 

 騰 落 率  騰 落 率 

(期  首) 円 ％  ％ ％ ％ ％ 

2022年２月24日 11,663 － 101.65 － 77.3 △77.4 － 

２月末 11,666 0.0 101.65 △0.0 79.1 △79.1 － 

３月末 11,691 0.2 101.65 △0.0 78.7 △78.3 － 

４月末 11,604 △0.5 101.65 △0.0 76.5 △76.6 － 

５月末 11,647 △0.1 101.65 △0.0 81.9 △81.5 － 

６月末 11,588 △0.6 101.65 △0.0 79.0 △79.2 － 

７月末 11,562 △0.9 101.64 △0.0 81.3 △81.4 － 

(期  末)        

2022年８月24日 11,634 △0.2 101.64 △0.0 82.3 △82.3 － 
 

（注） 騰落率は期首比。 

（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「株式組入比率」、「信用取引比率」、「株式先物比率」は実質比率を記載しております。 

（注） 「株式先物比率」は買建比率－売建比率。 
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日本株プライムニュートラル・ファンド（ラップ向け）

運用経過
第33期：2022年２月25日～2022年８月24日

当期中の基準価額等の推移について

基準価額等の推移

※分配金再投資基準価額は、分配金が支払われた場合、収益分配金
（税込み）を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、
ファンドの運用の実質的なパフォーマンスを示すものです。
※実際のファンドにおいては、分配金を再投資するかどうかについ
ては、受益者のみなさまがご利用のコースにより異なります。ま
た、ファンドの購入価額により課税条件も異なります。従って、
各個人の受益者のみなさまの損益の状況を示すものではない点に
ご留意ください。

第 3 3 期 首 11,663円
第 3 3 期 末 11,634円
既払分配金 0円
騰 落 率 －0.2％

（円） （百万円）
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日本株プライムニュートラル・ファンド（ラップ向け）
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日本株プライムニュートラル・ファンド（ラップ向け）

基準価額の主な変動要因

基準価額は期首に比べ0.2％の下落となりました。
基準価額の動き

ファンドの騰落率は、ベンチマークの騰落率（－0.0％）を0.2％
下回りました。

ベンチマークとの差異

リターン・リバーサルファクター（過去株価が下落した銘柄の株
価が、その後反転し上昇する傾向に着目した戦略）やフローバ
リューファクター（企業収益に対して株価が割安な銘柄に投資す
る戦略）などファクター要因がプラスに寄与し、基準価額の上昇
要因となりました。

上昇要因

個別銘柄要因や信託報酬などがマイナスに影響し、基準価額の下
落要因となりました。

下落要因

日本株プライムニュートラル・ファンド（ラップ向け）
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日本株プライムニュートラル・ファンド（ラップ向け）

第33期：2022年２月25日～2022年８月24日

投資環境について

  国内株式市況
国内株式市況は上昇しました。
期首から2022年６月中旬にかけては、ロ
シアとウクライナの和平交渉進展期待や
外国為替市場において円安・米ドル高が
進んだことによる企業業績改善期待など
から上昇する場面があった一方、米金融
引き締め懸念や世界的に高止まりするイ

ンフレ率などが嫌気され下落するなど一
進一退の展開となりました。
６月中旬から期末にかけては、米連邦公
開市場委員会（ＦＯＭＣ）議事要旨の内
容が一段の金融引き締めに積極的な内容
でなかったことや上昇基調であった米長
期金利が低下に転じたことなどが好感さ
れ上昇しました。

当該投資信託のポートフォリオについて

  日本株プライムニュートラル・ファ
ンド（ラップ向け）
日本株マーケットニュートラル・マザー
ファンド受益証券を主要投資対象として
います。運用の基本方針にしたがい、マ
ザーファンドの組入比率は高位を維持し
ました。

  日本株マーケットニュートラル・マ
ザーファンド
わが国の株式を主要投資対象とし、割安
度、成長性といった投資尺度の中から、
計量モデルを用いて決定された最適と推
測される投資尺度により株式への投資を
行い、同時に株式の信用取引等を活用す
ることにより株式市場の価格変動リスク
の低減を図りつつ、ベンチマーク（無担

保コール翌日物レート（指数化））を中長
期的に上回る投資成果をめざして運用を
行いました。
当期は、計量モデルによって導き出され
た結果が妥当と判断し、期首は、フロー
バリューファクターや短期グロースファ
クター（企業収益の実績値に対する予想
値の伸び率が大きい銘柄に投資する戦
略）への投資ウェイトを高めたポート
フォリオの構築を行いました。その後、
期末にかけて、短期グロースファクター
への投資ウェイトを低下させた一方、ス
トックバリューファクター（企業の資産
価値に対し株価が割安な銘柄に投資する
戦略）やリターン・リバーサルファク
ターへの投資ウェイトを高めたポート
フォリオ構築を行いました。

日本株プライムニュートラル・ファンド（ラップ向け）
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日本株プライムニュートラル・ファンド（ラップ向け）

当該投資信託のベンチマークとの差異について

  日本株プライムニュートラル・ファンド（ラッ
プ向け）
ファンドの騰落率は、ベンチマークの騰落率（－0.0％） 
を0.2％下回りました。マザーファンドの基準価額が
ベンチマークを0.2％上回ったものの、信託報酬がマ
イナス要因となりました。
リターン・リバーサルファクターやフローバリュー
ファクターなどファクター要因がプラスに寄与したも
のの、個別銘柄要因や信託報酬などがマイナスに影響
したことから基準価額は下落し、ベンチマークを下回
りました。

（％）

2022/２/24 ～ 2022/８/24
－0.3

－0.2

－0.1

0.0

ベンチマーク

基準価額（ベビーファンド）と
ベンチマークの対比（騰落率）

組入比率は、期を通じてロングとショー
トのそれぞれの組入比率を、純資産総額
に対して概ね76～83％程度で推移させ、
ロングとショートの金額をほぼ同等とし

た結果、株式市況が上昇・下落すること
による基準価額への影響をほぼ排除する
ことができました。

日本株プライムニュートラル・ファンド（ラップ向け）
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日本株プライムニュートラル・ファンド（ラップ向け）

今後の運用方針（作成対象期間末での見解です。）

  日本株プライムニュートラル・ファ
ンド（ラップ向け）
日本株マーケットニュートラル・マザー
ファンド受益証券を高位に組み入れて運
用する方針です。

  日本株マーケットニュートラル・マ
ザーファンド
信用取引等の活用により、わが国の株式
市場全体の上昇・下落に左右されない安
定的な収益の確保をめざします。

分配金について
収益分配金につきましては、基準価額水準、市況動向、分配対象額の水準等を勘案し、次表の通
りとさせていただきました。収益分配に充てなかった利益（留保益）につきましては、信託財産
中に留保し、運用の基本方針に基づいて運用します。

分配原資の内訳 （単位：円、１万口当たり、税込み）

項　目 第33期
2022年２月25日～2022年８月24日

当期分配金（対基準価額比率） －（－％）

当期の収益 －

当期の収益以外 －

翌期繰越分配対象額 3,608

（注） 対基準価額比率は当期分配金（税込み）の期末基
準価額（分配金込み）に対する比率であり、ファ
ンドの収益率とは異なります。

（注） 当期の収益、当期の収益以外は小数点以下切捨て
で算出しているため合計が当期分配金と一致しな
い場合があります。

日本株プライムニュートラル・ファンド（ラップ向け）
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日本株プライムニュートラル・ファンド（ラップ向け）

2022年２月25日～2022年８月24日

１万口当たりの費用明細

（注） 期中の費用（消費税等のかかるものは消費税等を
含む）は、追加・解約により受益権口数に変動が
あるため、簡便法により算出した結果です。

（注） 各金額は項目ごとに円未満は四捨五入してありま
す。

（注） 売買委託手数料およびその他費用は、このファン
ドが組み入れている親投資信託が支払った金額の
うち、当ファンドに対応するものを含みます。

（注） 各比率は１万口当たりのそれぞれの費用金額（円
未満の端数を含む）を期中の平均基準価額で除し
て100を乗じたもので、項目ごとに小数第３位未
満は四捨五入してあります。

項目
当期

項目の概要
金額（円） 比率（％）

(ａ)信 託 報 酬 67 0.573 (ａ)信託報酬＝期中の平均基準価額×信託報酬率×（期中の日数÷年間日数）

( 投 信 会 社 ) ( 57) (0.491) ファンドの運用・調査、受託会社への運用指図、基準価額の算出、目論見書等の作成等の対価
( 販 売 会 社 ) (  3) (0.027) 交付運用報告書等各種書類の送付、顧客口座の管理、購入後の情報提供等の対価
( 受 託 会 社 ) (  6) (0.055) ファンドの財産の保管および管理、委託会社からの運用指図の実行等の対価

(ｂ)売買委託手数料 1  0.007  (ｂ)売買委託手数料＝期中の売買委託手数料÷期中の平均受益権口数
有価証券等の売買時に取引した証券会社等に支払われる手数料

( 株 式 ) (  1) (0.007) 

(ｃ)そ の 他 費 用 169  1.453  (ｃ)その他費用＝期中のその他費用÷期中の平均受益権口数

( 監 査 費 用 ) (  0) (0.001) ファンドの決算時等に監査法人から監査を受けるための費用
( そ の 他 ) (169) (1.452) 信託事務の処理等に要するその他諸費用（株式信用取引に要する品借料、配当調整金の支払い等）

合　　計 237  2.033  

期中の平均基準価額は、11,613円です。

日本株プライムニュートラル・ファンド（ラップ向け）
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日本株プライムニュートラル・ファンド（ラップ向け）

（参考情報）
■総経費率
当期中の運用・管理にかかった費用の総額（原則として、募集手数料、売買委託手数料及び有
価証券取引税を除く。）を期中の平均受益権口数に期中の平均基準価額（１口当たり）を乗じ
た数で除した総経費率（年率）は4.08％です。

（注） 費用は、１万口当たりの費用明細において用いた
簡便法により算出したものです。

（注） 各費用は、原則として、募集手数料、売買委託手
数料及び有価証券取引税を含みません。

（注） 各比率は、年率換算した値です。
（注） 前記の前提条件で算出したものです。このため、

これらの値はあくまでも参考であり、実際に発生
した費用の比率とは異なります。

運用管理費用（投信会社）
0.99％

総経費率
4.08％

その他費用
2.93％

運用管理費用（販売会社）
0.06％

運用管理費用（受託会社）
0.11％

日本株プライムニュートラル・ファンド（ラップ向け）
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日本株プライムニュートラル・ファンド（ラップ向け）

○売買及び取引の状況 (2022年２月25日～2022年８月24日) 

 

銘 柄 
設 定 解 約 

口 数 金 額 口 数 金 額 
 千口 千円 千口 千円 
日本株マーケットニュートラル・マザーファンド 635 897 10,512 14,858 

 
 
 

○株式売買比率 (2022年２月25日～2022年８月24日) 

 

項 目 
当 期 

日本株マーケットニュートラル・マザーファンド 

(a) 期中の株式売買金額 31,572,696千円 
(b) 期中の平均組入株式時価総額 10,764,523千円 

(c) 売買高比率（a）／（b） 2.93   
 

（注） (b)は各月末現在の組入株式時価総額の平均。 

 

○利害関係人との取引状況等 (2022年２月25日～2022年８月24日) 

 

＜日本株プライムニュートラル・ファンド（ラップ向け）＞ 

 該当事項はございません。 

 

＜日本株マーケットニュートラル・マザーファンド＞ 

区       分 
買付額等 

Ａ 

  
売付額等 

Ｃ 

  

うち利害関係人
との取引状況Ｂ 

Ｂ
Ａ

 

うち利害関係人
との取引状況Ｄ 

Ｄ
Ｃ

 

 百万円 百万円 ％ 百万円 百万円 ％ 
株式 15,137 67 0.4 16,435 183 1.1 

平均保有割合 0.2%       
 
※平均保有割合とは、親投資信託の残存口数の合計に対する当該ベビーファンドの親投資信託所有口数の割合。 

 

 

＜日本株マーケットニュートラル・マザーファンド＞ 

種     類 買 付 額 

 百万円 
株式 28 

   

親投資信託受益証券の設定、解約状況 

利害関係人との取引状況 



品 名：03_90003_250499_033_03_日本株プライムニュートラル・ファンド（ラップ向け）_929631.docx 

日 時：2022/10/3 17:31:00 

ページ：10 
 

― 10 ― 

日本株プライムニュートラル・ファンド（ラップ向け）

 

項 目 当 期 
売買委託手数料総額（A） 1千円 
うち利害関係人への支払額（B） 0.441千円 

（B）／（A） 23.0％   
 

（注） 売買委託手数料総額は、このファンドが組み入れている親投資信託が支払った金額のうち、当ファンドに対応するものです。 
 

利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第1項に規定される利害関係人であり、当ファンドに係る利害関係人とは三菱
ＵＦＪモルガン・スタンレー証券です。 

 

○自社による当ファンドの設定・解約状況 (2022年２月25日～2022年８月24日) 

期首残高(元本) 当期設定元本 当期解約元本 期末残高(元本) 取引の理由 

百万円 百万円 百万円 百万円  
0.85756 － － 0.85756 商品性を適正に維持するための取得 

 

○組入資産の明細 (2022年８月24日現在) 

 

銘 柄 
期首(前期末) 当 期 末 

口 数 口 数 評 価 額 

 千口 千口 千円 

日本株マーケットニュートラル・マザーファンド 23,231 13,354 18,935 
 
 
 

○投資信託財産の構成 (2022年８月24日現在) 

項 目 
当 期 末 

評 価 額 比 率 

 千円 ％ 

日本株マーケットニュートラル・マザーファンド 18,935 81.6 

コール・ローン等、その他 4,258 18.4 

投資信託財産総額 23,193 100.0 
 
 
 

 

親投資信託残高 
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日本株プライムニュートラル・ファンド（ラップ向け）

○資産、負債、元本及び基準価額の状況 （2022年８月24日現在) 

項 目 当 期 末 

  円 

(A) 資産 23,193,729   

 コール・ローン等 211,372   

 日本株マーケットニュートラル・マザーファンド(評価額) 18,935,629   

 未収入金 4,046,728   

(B) 負債 4,215,638   

 未払解約金 4,050,002   

 未払信託報酬 165,303   

 その他未払費用 333   

(C) 純資産総額(Ａ－Ｂ) 18,978,091   

 元本 16,312,845   

 次期繰越損益金 2,665,246   

(D) 受益権総口数 16,312,845口 

 １万口当たり基準価額(Ｃ／Ｄ) 11,634円 
 
＜注記事項＞ 

①期首元本額 28,251,058円 

期中追加設定元本額 774,659円 

期中一部解約元本額 12,712,872円 

また、１口当たり純資産額は、期末1.1634円です。 

 

○損益の状況 (2022年２月25日～2022年８月24日) 

項 目 当 期 

  円 

(A) 有価証券売買損益 96,074   

 売買益 50,605   

 売買損 45,469   

(B) 信託報酬等 △  165,636   

(C) 当期損益金(Ａ＋Ｂ) △   69,562   

(D) 前期繰越損益金 △  981,386   

(E) 追加信託差損益金 3,716,194   

 (配当等相当額) (  5,347,602)  

 (売買損益相当額) (△1,631,408)  

(F) 計(Ｃ＋Ｄ＋Ｅ) 2,665,246   

(G) 収益分配金 0   

 次期繰越損益金(Ｆ＋Ｇ) 2,665,246   

 追加信託差損益金 3,716,194   

 (配当等相当額) (  5,347,772)  

 (売買損益相当額) (△1,631,578)  

 分配準備積立金 538,626   

 繰越損益金 △1,589,574   
 

（注） (A)有価証券売買損益は期末の評価換えによるものを含みます。

（注） (B)信託報酬等には信託報酬に対する消費税等相当額を含めて

表示しています。 

（注） (E)追加信託差損益金とあるのは、信託の追加設定の際、追加設

定をした価額から元本を差し引いた差額分をいいます。 

 

②分配金の計算過程 

項 目 
2022年２月25日～ 
2022年８月24日 

費用控除後の配当等収益額 94,172円 

費用控除後・繰越欠損金補填後の有価証券売買等損益額 －円 

収益調整金額 5,347,772円 

分配準備積立金額 444,454円 

当ファンドの分配対象収益額 5,886,398円 

１万口当たり収益分配対象額 3,608円 

１万口当たり分配金額 －円 

収益分配金金額 －円 

 

＊三菱ＵＦＪ国際投信では本資料のほかに当ファンドに関する情報等の開示を行っている場合があります。詳しくは、取り扱い販売会社に

お問い合わせいただくか、当社ホームページ（https://www.am.mufg.jp/）をご覧ください。 
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